（様式4A）

業　績　調　書

応募者氏名　　　　　　　　　　 　　　　　応募者所属                           .
研究分野　　　　　　　　　　　.
※数字は全て半角で入力してください。

※論文等は以下の分類にしたがって逆年代順に（最新から過去にさかのぼって）記載して下さい。
※赤字の部分については、提出時は削除してください。

[１] 研究上の業績
著書、学術論文、国際会議のプロシーディングス、総説・解説、特許は、著者の順序を変更せず全員記載し、自名にアンダーラインを付して下さい。ただし、共著者が10名以上の場合は、何名中何番目と記載してください。
ファーストオーサーあるいはコレスポンディングオーサーの論文には最後に“FA/CA”と記載してください。また、WoS（Web of Science） に採録されている学術誌へ掲載された場合、その後ろに“(WoS)”と記載してください。

掲載が決定されているものを記載する場合は、掲載決定済を証明する資料を付けてください。

また、国際的にとくに評価の高い学術誌に該当するものは、本調書を作成する時点における最新のインパクトファクター(2-year)を記載してください。「国際的にとくに評価の高い学術誌」に該当するものとは、本調書を作成する時点における最新のWoSのデータにおいて、選ばれたカテゴリー内のトップ30％に入っている学術誌とします。（WoSの”Journal Citation Reports®”メニューで当該雑誌のprofile を表示し、”Rank”を選択すると見ることができます。同じ雑誌でも、カテゴリーの選び方により順位が変わりますので、カテゴリー名と雑誌の総数、当該雑誌の本調書を作成する時点における最新の順位を記載して「国際的に評価の高い学術誌」であることの根拠とします。）

I. 論文・総説
(1)博士論文 [記載事項：論文名、授与機関・部門、博士論文番号、授与年月日、 博士号の名称]

論文名　：
授与機関：

論文番号：

年月日　：

博士号の名称：
(2)原著論文（査読による審査のあるもの）（逆年代順に記述）[記載事項：著者名、論文題目、雑誌名、巻号、ページ、発表年、（FA/CA）、(WoS)]

　学会誌、学術誌に掲載された論文

　1．Taro Shinshu, Hanako Ueda: Research title. Sensors, Vol.**, No.**, pp.**-**, 20**年，doi: **********， （FA/CA），(WoS) IF= 3.031 (20**), Rank 15/61 in Category INSTRUMENTS & INSTRUMENTATION (この例示のように，doiを付された前論文については doiを記載し，またトップ30％に入る論文については，WoSのIF値，Rank，Categoryを記載すること)
　2．
　
　国際的な学術組織が主催する国際会議・学会のプロシーディングに発表された論文
　　（内容が要旨であるもの、学術誌に発表された論文と内容が重複するものは除外）

　1．
　2．
　大学、研究機関等が刊行する紀要
1．
　2．
　上記以外の刊行物
　1．
　2．
(3)総説・レビュー[記載事項：著者名、論文題目、雑誌名、巻号、ページ、発表年、（FA/CA）、(WoS)] 
II. 著書
(1)専門分野に関する専門書。ISBNを記載して下さい。逆年代順に記載して下さい。
1．
　2．
(2)その他、教科書等
1．
　2．
III.　作品、制作物等
専門が、建築、工業デザインのように作品、制作物が学術論文と同程度あるいはそれ以上に評価される分野である場合のみ記入。作品等の説明、発表形態を別紙として付して下さい。
  1．
　2．
IV.　特許　[記載事項：特許番号、特許名、発明者]
出願特許　（登録特許になったものは出願特許ではなく登録特許に記入して下さい。）
　国内特許
　1．
　2．
　外国特許
　1．
　2．
登録特許
　国内特許
　1．
　2．
　外国特許
　1．
　2．
V. 学会賞・表彰　
　授賞した学会賞等をポスター賞や地域レベルの賞を除いて記入して下さい。地域レベルか否かの判断が難しい場合は記入して下さい。[記載事項：受賞者名、受賞名、賞の説明、受賞年]
1．
　2．
VI. 学会の役員・委員 [記載事項：学会名、役職名、在任期間]
1．
　2．
VII.研究資金の獲得
　実質的な代表者として獲得した研究資金についてのみ、資金名、研究テーマ、資金額、獲得年を記載して下さい。
1．
　2．
VIII.上記の項目に分類できない学術上の特記事項
1．
　2．
IX. 職場における研究リーダーシップの実績
1．
　2．
X. 産学官連携プロジェクト等のリーダー等の実績

1．
　2．
[２] 研究業績の概要
(１)主要業績の概要　

上記の論文等のうち主要な論文、著書、総説・解説、あわせて10編以内について、各々の内容とご自分の寄与を記述して下さい。また、当該主要論文の別刷あるいはコピーを添付して下さい。印刷前の論文を添付する場合は掲載決定済を証明する資料を付けて下さい。
1．
　2．
(２)研究成果の概要（2000字以内）
上記(１)主要業績の概要を引用しつつ、これまでの研究の目標、意義、発展性などについて俯瞰的に説明して下さい。
[３] 教育上の実績

直近5年間の下記の実績を記入して下さい。
A.研究指導の実績
主指導教員として学位を取得させた人数
　　学士　　　　名　　　　修士　　　名　　　　博士　　　　名
副指導教員として学位を取得させた人数
　　学士　　　　名　　　　修士　　　名　　　　博士　　　　名
指導した院生・学生の学会等における発表（学生、院生の名前に下線を付し、学部(B)・修士(M)・博士(D)の別を、信濃太郎(M)のように付けて下さい。）
　1．
　2．
指導した院生・学生を連名とする論文（学生、院生の名前に下線を付し、学部(B)・修士(M)・博士(D)の別を、信濃太郎(M)のように付けて下さい。）
　1．
　2．
B.講義等の実績
（年度ごとに、学部・修士・博士の課程ごとに分けて記載して下さい。）
単独で担当した科目等
　平成　　年度：
　平成　　年度：
　平成　　年度：
　平成　　年度：
　平成　　年度：
分担で担当した科目等
　平成　　年度：
　平成　　年度：
　平成　　年度：
　平成　　年度：
　平成　　年度：
学生による授業評価
　直近3年間に担当した授業等に対する学生の授業評価について自己採点して下さい(A,B,C)。
授業評価が行われていない場合は「該当せず」と記入して下さい。
C.教育上のその他の実績
教育活動に関わる受賞・表彰
（ベストティーチャー賞等）
特筆に値する教育上の取り組み
（教育GPの獲得、大学・学部の教育改善リーダー等）
[４] 社会的な活動・連携の実績

（専門分野の公的委員会等の委員等）[記載事項：実績の名称、従事年、従事内容の説明]

1．
2．
[５] 国際的な連携・交流活動の実績

(１)国際会議等の主催責任者・実行委員等 [記載事項：実績の名称、従事年、従事内容の説明]
1．
2．
(２)国際プロジェクトのリーダー・メンバー等 [記載事項：実績の名称、従事年、従事内容の説明]
1．
　2．
(３)その他の国際的な連携・交流活動 [記載事項：共同研究等の実績の名称、実施年、内容の説明]
[６] 教育・研究に関わる資格等

英語の検定試験（TOEIC、TOEFL、英検等のスコア）、技術士等の資格があれば記載して下さい。[記載内容：資格等の名称、資格の説明、資格取得年]

[７] 着任後の研究計画の概要（2000字程度）

主として企業等の研究機関で研究に従事されてきた場合は、学生（4年生、大学院生）の研究指導、研究者の育成に関する考え方、方法についても記載して下さい。

[８] 着任後の教育に対する抱負(1000字程度)

公募要領の職務(教育担当)に記載された授業科目の実施を含めて、学部および大学院における学生の教育について記載して下さい。
[９]本人に関する所見を求め得る研究者の氏名とその連絡先等（2名）
必要に応じて所見を求めることがあります。
1．氏名　　　　　職位

　所属機関・部署

　住所

　電話番号

　E-mailアドレス

2．氏名　　　　　職位

　所属機関・部署

　住所

　電話番号

E-mailアドレス
国際的に高い評価の論文	直近5年　〇件（FA/CA　〇件）　全期間　〇件（FA/CA　〇件）


WoSに登録されている論文	直近5年　〇件（FA/CA　〇件）　全期間　〇件（FA/CA　〇件）


日本学術会議協力学術研究団体の論文（和文）	直近5年　〇件（FA/CA　〇件）　全期間　〇件（FA/CA　〇件）


日本学術会議協力学術研究団体の論文（英文）	直近5年　〇件（FA/CA　〇件）　全期間　〇件（FA/CA　〇件）


					※直近5年は201*年〇月 ～ 20**年〇月で記載


(「(2)原著論文」に関しては，本表を作成してこの位置に記載すること)








Full paper	直近5年　〇件（FA/CA　〇件）　全期間　〇件（FA/CA　〇件）


	※直近5年は201*年〇月 ～ 20**年〇月で記載


(「国際会議・学会のプロシーディング」に関しても，本表を作成してこの位置に記載すること)














